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検  証  報  告  書  

 

プロジェクト名 ：  

 

プロジェクト番号：  

 

報告書番号：  

 

 

検証意見の要約： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日： 

発行者： 

 

※ 本様式は項目が網羅されていれば独自の様式で提出しても良い。また、追加で記載すべき項目があれ

ば適宜追加すること。 
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１． 検証基本事項 

1.1 検証チーム （ISO14064-3 4.1） 

  

 

 

 

1.2 ISO14064-3 の要求事項 

1.2.1 検証に関する保証レベル（ISO14064-3 4.3.1） 

  

 

 

 

1.2.2 検証目的（ISO14064-3 4.3.2） 

  

 

 

 

1.2.3 検証基準（ISO14064-3 4.3.3） 

  

 

 

 

1.2.4 検証範囲（ISO14064-3 4.3.4） 

  

 

 

 

1.2.5 重要性の基準（ISO14064-3 4.3.5） 

  

 

 

1.2.6 検証アプローチ及びリスク評価（ISO14064-3 4.4.1） 
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1.2.7 検証計画と検証方法（ISO14064-3 4.4.2） 

  

 

 

 

1.2.8 サンプリング計画（ISO14064-3 4.4.3） 

  

 

 

 

1.2.9 GHG 情報システム及び情報システム統制の評価（ISO1464-3 4.5） 

  

 

 

 

1.2.10 GHG データ及び情報の評価（ISO14064-3 4.6） 

  

 

 

 

1.2.11 検証基準に対する評価（ISO14064-3 4.7） 

  

 

 

 

1.2.12 検証記録（ISO14064-3 4.10） 
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２ プロジェクト概要に対する確認 

2.1 プロジェクトの概要 

  

 

 

 

2.2 プロジェクトの代表事業者、事業者、参加者は、適格であるか。また記載漏れは

ないか 

  

 

 

 

2.3 J-VER 取得予定者は適格であるか 

  

 

 

 

2.4 プロジェクトの目的が適切に記載されているか 

  

 

 

 

2.5 プロジェクト・シナリオ及びベースライン・シナリオの説明が適切に記載されて

いるか 

  

 

 

 

2.6 排出削減・吸収がどのように達成されるかが適切に記載されているか 

  

 

 

 

2.7 プロジェクトで使用される設備・機器等の記載があるか 
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2.8 プロジェクトの実施場所が地図等で示されているか。事業所名と住所が示されて

いるか 

  

 

 

 

2.9 プロジェクトの範囲とそれに含まれる設備等が適切に図示されているか 

  

 

 

 

2.10 プロジェクトの開始年月日が適切であるか 

  

 

 

 

2.11 プロジェクトの開始年月日が平成 20 年４月１日以前である場合、クレジット収

益がなければ、プロジェクトの継続が困難であることが、別添資料にて適切に説

明されているか 

  

 

 

 

2.12 クレジット期間の設定が適切であるか 

   

 

 

 

2.13 補助金の情報は適切に記載されているか。虚偽はないか 
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2.14 他制度への申請に関する情報は適切に記載されているか。虚偽はないか 

   

 

 

 

３． ポジティブリスト 

3.1 ポジティブリストの各条件と適合しているか 

  

 

 

 

3.2 その他特記事項 

  

 

 

 

４． 申請書のモニタリングプランに基づく排出削減量、ベースライン排出量、プロジ

ェクト排出量 

4.1 排出削減量の算定が適切か 

  

 

 

 

4.2 ベースライン排出量の算定が適切か 

  

 

 

 

4.3 プロジェクト排出量の算定が適切か 

  

 

 

 

4.4 その他特記事項 
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５． モニタリングプラン詳細（活動量の数値等、発熱量・排出係数等） 

5.1 活動量の数値等が適切か 

  

 

 

 

5.2 発熱量・排出係数が適切か 

  

 

 

 

5.3 その他特記事項 

  

 

 

 

６ モニタリングフロー・体制・QA・QC 

6.1 モニタリングフローは適切か 

  

 

 

 

6.2 モニタリング体制は適切か 

  

 

 

 

6.3 データの QA・QC は適切か 
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７． その他 

7.1 文書は要求された形式か 

  

 

 

 

7.2 環境影響評価の対象か 

  

 

 

 

7.3 法令関係の遵守が行われているか 

  

 

 

 

８． パブリック・コメント 

  

 

 

 

９． 検証意見 

9.1 検証プロセスにおける発見事項と評価（ISO14064-3 4.8） 

9.1.1 検証プロセスにおける確認事項等 

  

 

 

 

9.1.2 指摘事項の解決 

  

 

 

 

9.2 不確実性の評価 
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9.3 モニタリング報告書に対する意見（ISO14064-3 4.9） 

9.3.1 排出量算定 

  

 

 

 

9.3.2 モニタリング体制 

  

 

 

 

10． 検証後に発見された事実（ISO14064-3 4.11） 

  

 

 

 

 参照情報 

  

 

 

 

 


